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現
在
、
富
良
野
市
で
は
、

「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ

ば
ご
み
」
を
合
言
葉
に
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型

社
会
を
め
ざ
し
て
、
３
つ
の

Ｒ
の
原
則
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）

に
も
と
づ
き
、
ご
み
の
減
量

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
の
ご
み
の
分
別
の
歴

史
は
、
埋
め
立
て
地
の
確
保

や
処
分
場
周
辺
の
影
響
な

ど
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
昭
和
　
年
に
市
役
所
内

５５

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
結
成
を
機
に
、
昭
和
　
年
６０

に
農
産
物
の
 残
 

ざ
ん

 渣
 や
生
ご

さ

み
を
処
理
す
る
有
機
物
供

給
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
同

年
か
ら
３
種
分
別
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

　
年
に
６
種
分
別
、
平
成
５

６３年
に
は
７
種
分
別
、
平
成
　１３

年
か
ら
は
、
現
在
の
　
種
分

１４

別
に
変
更
し
（
表
１
）、
時

代
の
 変
  遷
 と
と
も
に
ご
み

へ
ん
 
せ
ん

の
性
状
も
多
様
化
し
た
結

果
、
分
別
の
種
類
が
増
え
ま

し
た
。

　
市
民
１
人
当
た
り
の
ご

み
の
排
出
量
を
見
て
み
る

と
、
そ
の
時
々
の
景
気
動
向

が
数
値
に
影
響
す
る
も
の

の
、
年
々
減
少
傾
向
に
な
っ

て
お
り
、
ご
み
の
資
源
化
率

（
1
年
間
の
ご
み
の
排
出
総

量
に
対
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
 

量
の
割
合
）
も
、
年
を
追
う

ご
と
に
水
準
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
は
、

家
庭
や
事
業
所
に
お
け
る

３
つ
の
Ｒ
の
取
り
組
み
結

果
が
、
数
値
に
表
れ
て
き
て

い
る
と
言
え
ま
す
（
表
２
）。

　
こ
の
よ
う
な
家
庭
や
事

業
所
で
の
努
力
の
一
方
、
一

部
の
地
域
で
は
、
ご
み
の
排

出
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
が
守

昭
和
　
年
 

５５

昭
和
　
年
 

６０

昭
和
　
年
６３

平
成
５
年

平
成
　
年
１３

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
結
成

３
種
分
別
を
開
始

有
機
物
供
給
セ
ン
タ
ー
建
設

６
種
分
別
に
変
更

７
種
分
別
に
変
更

　
種
分
別
に
変
更

１４虚
生
ご
み
許
枝
草
類
距
固
形
燃

料
ご
み
鋸
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
漁
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
禦
空
き
缶
・
金

属
魚
空
き
び
ん
・
陶
磁
器
・
ガ

ラ
ス
亨
乾
電
池
・
蛍
光
灯
享
新

聞
・
雑
誌
類
京
大
型
ご
み
・
電

気
製
品
供
衛
生
用
品
侠
灰
僑
動

物
死
体
兇
処
理
困
難
物

１人１日当たりのごみの排出量と市の資源化率 （％）（g/日）
（
表
２
）

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成

年
に
「
ご
み
の
分
け
方

　
環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
　
年
に
「
ご
み
の
分
け
方
・・

２０２０

出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
み
の
分
別
や
減
量
化
に

出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
み
の
分
別
や
減
量
化
に
取取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。。

し
か
し
、
年
々
ご
み
の
性
状
は
多
様
化
し
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
粗
大
ご
み
処
理
券
な
ど

　
し
か
し
、
年
々
ご
み
の
性
状
は
多
様
化
し
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
粗
大
ご
み
処
理
券
な
ど
のの

取
り
扱
い
な
ど
を
変
更
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

月
に
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ

取
り
扱
い
な
ど
を
変
更
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
　
月
に
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ
イイ

１０１０

ド
ブ
ッ
ク
」
を
改
定
し
ま
し
た
の
で

ド
ブ
ッ
ク
」
を
改
定
し
ま
し
た
の
で
、、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
と
づ
き
、
引
き
続
き

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
と
づ
き
、
引
き
続
き
、、

家
庭
や
事
業
所
に
お
い
て
、
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

家
庭
や
事
業
所
に
お
い
て
、
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。。

（
表
１
）

７７
年年
ぶぶ
りり
にに
改改
定定

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」」

鰹鰹問問 
市市
民
環
境

民
環
境
課課
拶拶
３
９
３
９
‐
２
３
０

‐
２
３
０
８８
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ら
れ
ず
、
町
内
会
や
他
の
住

民
の
方
々
が
苦
慮
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

市
民
環
境
課
で
は
、
今
後
と

も
家
庭
や
事
業
所
で
、
ご
み

の
分
別
や
減
量
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
改
定
し
、

配
布
し
ま
す
の
で
、
こ
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
と
づ
き
、

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
 

の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

　　
こ

れ

ま

で
、「
ご
み

ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
き
た
「
ご
み
集
積

場
」
は
、　

月
か
ら
「
資
源

１０

り
ま
し
た
。
ガ
ス
抜
き
を
行

う

と

き

は
、
ガ

ス

抜

き

キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
使
用
し
、

室
内
で
は
換
気
を
し
て
か

ら
、
ガ
ス
抜
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
を
資
源
回

収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

場
合
は
、
「
無
色
透
明
で
印

字
さ
れ
て
い
な
い
袋
」
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
他

の
金
属
類
と
は
一
緒
の
袋

に
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
粗
大
ご
み

処
理
券
購
入
で
き
ま
す

　　
粗
大
ご
み
を
廃
棄
す
る

に
は
、「
粗
大
ご
み
処
理
券
」

が
必
要
で
す
。
こ
の
処
理
券

は
、
今
ま
で
は
市
役
所
、
ま

た
は
支
所
の
み
の
取
り
扱

い
で
し
た
が
、　

月
か
ら
は

１０

順
次
、
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
、
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
名

称
を
変
更
し
ま
す
。
こ
の
変

更
の
背
景
に
は
、
家
庭
で
の

ご
み
の
分
別
が
普
及
し
て

き
た
結
果
、
ご
み
の
資
源
化

率
が
　
％
を
超
え
、
文
字
通

９０

り
「
ご
み
」
を
「
資
源
」
と

し
て
回
収
し
、
資
源
化
（
リ

サ
イ
ク
ル
）
す
る
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今

ま
で
は
「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
呼
ん
で
い
た
「
ご
み

集
積
場
」
を
、
家
庭
か
ら
出

さ
れ
る
「
ご
み
」
を
「
資
源
」

に
見
立
て
、「
資
源
」
を
回

収
す
る
場
所
と
し
て
、
「
資

源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ

と
名
称
を
変
更
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
な
お
、「
資

源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に

設
置
さ
れ
て
い
る
看
板
表

示
に
つ
い
て
は
、
市
民
環
境

課
で
随
時
変
更
し
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
、
　
　
　

　
　
穴
あ
け
不
要
に
！

　　
今
ま
で
は
、
穴
を
開
け
て

か
ら
排
出
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、　

月
か
ら
は

１０

穴
を
開
け
ず
に
排
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

「
粗
大
ご
み
処
理
券
」
取
扱
店
（
予
定
）

　
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
瑞
穂
店

　
　
　
　
　（
瑞
穂
町
1
‐
　
）
２７

　
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
富
良
野
 北
の
峰
店

（
北
の
峰
町
　
‐
　
）

３０

１９

　
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
富
良
野
 山
部
店

               （
山
部
中
町
3
‐
　
）
１０

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
富
良
野
 緑
町
店

（
緑
町
　
‐
1
）

１２

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
富
良
野
 協
会
病
院
前
店

（
錦
町
7
‐
1
）

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
富
良
野
 北
の
峰
店

（
北
の
峰
町
4
‐
　
）
６７

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
富
良
野
 山
部
店

（
山
部
南
町
2
‐
　
）
１８

　
ロ
ー
ソ
ン
富
良
野
 若
松
町
店
  

（
若
松
町
　
‐
5
）

１４

　
ロ
ー
ソ
ン
富
良
野
 緑
町
店
      

（
緑
町
1
‐
　
）
４２

　
ロ
ー
ソ
ン
富
良
野
 協
会
病
院
店

（
住
吉
町
1
‐
　
）
３０

　
た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で
処

理
券
を
購
入
す
る
場
合
は
、

必
要
枚
数
を
事
前
に
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
確
認
す
る
か
、

市
民
環
境
課
に
問
い
合
わ

せ
の
上
、
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。

（
※
購
入
し
た
処
理
券
は
、

返
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
）

　
粗
大
ご
み
の
回
収
申
し

込
み
は
、
手
元
に
処
理
券
が

あ
る
方
は
電
話
で
市
民
環

境
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
市
民
環
境
課
窓
口
で
処

理
券
購
入
時
の
申
し
込
み

も
で
き
ま
す
。
な
お
、
申
し

込
み
に
は
、「
粗
大
ご
み
の

種
類
」「
住
所
」「
氏
名
」「
連

絡
先
」「
処
理
券
の
番
号
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
排
出
日
と
申
し
込
み
締

め
切
り
日
は
、
資
源
回
収
カ

レ
ン
ダ
ー
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
確
認
く
だ
さ

い
。

▲

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印

見　　本

特集　ごみの分け方・出し方ガイドブック

▲資源回収ステーション

▲コンビニでも購入できます

▲穴あけ不要で
出せます
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富
良
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定
に
向
け
て

人
口
減
少
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み

元
気
に
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
、
庁
内

職
員
に
よ
る
広
範
で
横
断
的
な
視
点
か
ら
検

討
す
る
た
め
、
人
口
減
少
対
策
庁
内
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
を
設
置
。「
庁
内
女
性
職
員
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
」
と
「
庁
内
中
堅
若
手
職
員
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
平
成
　
年
　
月
か
ら
４
カ
月
間
、
そ
れ
ぞ

２６

１２

れ
の
視
点
か
ら
検
討
を
進
め
、
平
成
　
年
３
月

２７

に
市
長
へ
意
見
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
動
き

鞄
富
良
野
市
総
合
戦
略
策
定
本
部
の
設
置

　
平
成
　
年
４
月
、
富
良
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・

２７

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
の

庁
内
組
織
と
し
て
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る

「
富
良
野
市
総
合
戦
略
策
定
本
部
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
策
定
本
部
に
は
、
少
子
化
対
策
や
空
き
家
対

策
を
議
論
す
る
「
ひ
と
」
創
生
部
会
（
部
会
長

＝
保
健
福
祉
部
長
）
と
雇
用
対
策
や
移
住
対
策

を
議
論
す
る
「
し
ご
と
」
創
生
部
会
（
部
会
長

＝
経
済
部
長
）
を
置
き
、
職
場
議
論
に
よ
り
出

さ
れ
た
具
体
的
な
施
策
や
数
値
目
標
な
ど
の

検
討
を
行
う
予
定
で
す
。

戦
略
の
策
定
、
実
施
状
況
及
び
効
果
の
検
証

を
す
る
た
め
、「
富
良
野
市
総
合
戦
略
有
識
者

会
議
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
目
の
会
合
を
９
月
１
日
に
開
催
し
、

「
人
口
及
び
経
済
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析
に

つ
い
て
」「
総
合
戦
略
策
定
に
関
す
る
経
過
と

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
」
な
ど
を

事
務
局
（
市
企
画
振
興
課
）
か
ら
説
明
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
に
向
け
た
国
の
動
き
　

　
平
成
　
年
　
月
、
国
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

２６

１１

ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
、
都
道
府
県
と
市
町

村
に
お
い
て
、
人
口
減
少
克
服
と
地
方
創
生
に

向
け
、
平
成
　
年
度
中
に
、
人
口
の
現
状
と
将

２７

来
展
望
を
提
示
す
る
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
今
後
５
カ
年
の
施

策
の
方
向
を
提
示
す
る
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
に
努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
動
き
（
平
成
　
年
度
）　

26

鞄
市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
の
開
催

　
平
成
　
年
９
月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で

２６

３０

１１

２７

市
内
　
会
場
に
お
い
て
、「
市
長
と
語
ろ
う
地

１５

域
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
延
べ
３
８
５
人
の
方

の
参
加
が
あ
り
、「
人
口
減
少
問
題
」
を
テ
ー

マ
に
、
現
状
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
、
そ

の
他
地
域
で
抱
え
る
問
題
、
課
題
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鞄
人
口
減
少
対
策

庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
設
置

　
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
現
状
を
認
識
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富良野市総合戦略有識者会議委員

機関名氏　名団　体　名機関名氏　名団　体　名

金融機関

三瀬 博之北洋銀行富良野支店

産業界

荒木 毅富良野商工会議所

千谷 伸之北海道銀行富良野支店松井 敬二ふらの観光協会

南條 泰一旭川信用金庫富良野支店菊地 邦之ふらの農業協同組合

労働団体太田 圭一富良野地区連合会

行政機関

清水目 剛北海道上川総合振興局

その他
市民団体

原田 武富良野市連合町内会協議会松村 博文北海道立総合研究機構

小川 綾子富良野中央婦人会能登 芳昭富良野市

一般公募

飯沼 巌

一般市民
教育機関

鎌田 直人東京大学北海道演習林

西本 伸顕田村 啓一富良野市校長会

藤田 均
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人口減少対策にかかる市民アンケート調査結果の概要（抜粋）

調査対象

平成２７年４月１０日現在の住民基本台帳に登録されている
１８歳から３９歳の方の中から無作為に抽出した1,200人

調査期間

平成２７年４月２０日～５月１日

回収状況

発送数1,200件　回収数３６３件（回収率30.3%）

鰹問 「予定子ども数」と「理想子ども数」は？
　配偶者のいる方、配偶者と離別・死別した方に、現

在の子どもの数と将来の予定の子どもの数を足した

「予定子ども数」をたずねたところ、男性では2.2人、

女性では2.1人となった。

　さらに、子育ての際の支障がまったくなかった場合、

理想として欲しい子どもの数についてたずねたとこ

ろ、男性では2.6人、女性では2.5人となった。

鰹問 「予定子ども数」が「理想
子ども数」より少ない理由は？
　予定子ども数が理想子ども数を下

回っているがその理由としては、「子

育てや教育にお金がかかりすぎるか

ら」が73.2%と非常に高い回答数に

なっている。次いで「自分の仕事（勤

めや家業）に差

し支えるから」

「高年齢で産む

のは難しいから」

となっている。

鰹問 富良野に住み続けたい？
　「富良野市に住み続けたいか」とたず

ねたところ、男性では64.1%、女性では

45.2%が住み続けたいと回答している。

男性と比べて、女性で他の地域に移り

住みたいという

意向が高く、将

来女性の定住を

検討していく上

で重点的に解決

を図る点と言える。

  男性 女性

無回答0.7％

住み続けた住み続けたいい

45.245.2％％

よくわからなよくわからないい

25.825.8％％

できればできれば道道内内
の他の市町の他の市町村村
に移りたに移りたいい

20.420.4％％

できればできれば道道外外
へ移りたへ移りたいい
7.77.7％％

無回答0.9％

住み続けた住み続けたいい

64.164.1％％

よくわよくわかからら
なないい

19.719.7％％

できればできれば道道内の内の
他の市町村に他の市町村に移移

りたいりたい　12.712.7％％

できればできれば道道外外へ移りたへ移りたいい
2.82.8％％

子育てや教育にお金がかかりすぎる

自分の仕事（勤めや家業）に差し支える

高年齢で産むのは難しい

子どもが欲しいけどできない

家が狭い

育児が心理的・肉体的に負担

健康上の理由

配偶者が望まない

末っ子が夫（男性は自分）の定年までに成人してほしい

自分や夫婦の生活を大切にしたい

子どもがのびのび育つ環境ではない

配偶者が家事育児に協力的ではない

その他

無回答

  男性

女性

予定子ども数 理想子ども数

2.2人

2.6人
2.1人

2.5人

73.2

（％）

28.2
25.4

19.7

11.3
11.3

9.9

9.9
9.9

8.5
7.0
2.8
14.1

69.0
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◆総合戦略を考えるためのポイント自

富良野市

人口 23,283人
（平成25年度）

その虚　転入・転出の状況は
　　　　どうなっているのか？

道内からの転入・転出者

転入＝４３０人（うち札幌市168人）

転出＝４９１人（うち札幌市２１４人）

道外からの転入・転出者

転入＝１２７人（うち東京都２０人）

転出＝１４９人（うち東京都３３人）

上川管内からの転入・転出者

転入＝１８９人（うち旭川市１３０人）

転出＝３３６人（うち旭川市２５９人）

富良野圏域４町村（上富良野町・中富良野町・南富良野町・

占冠村）からの転入・転出者

転入＝138人　転出＝112人

　経済データ分析に

より、農業と観光を基

幹産業とする卸売業・

小売業が多くの雇用

を支え、利益を上げ、

さらに、起業化してい

る事業所が多いこと

を「強み」とした雇用

創出の施策が必要で

あること。

その距　３５歳から39歳の
　　　　未婚率は？
　結婚・出産は個人の自由が最優先される

べきことを前提としながらも、結婚をし、

子どもを産み育てたい人の希望を阻害す

る要因の除去に取り組む施策が必要であ

ること。

卸売業・小売業
宿泊業・飲食サービス業

建設業
医療、福祉
農業、林業

運輸業・郵便業
複合サービス業

サービス業
製造業

生活関連サービス業、娯楽業
不動産業・物品賃貸業
教育・学習支援事業

学術研究、専門、技術サービス業
金融業・保険業

情報通信業

業種別雇用人数

業種別付加価値額

その許　どんな産業が雇用を支えたり、付加価値を与えているのか？

　人口データ分析により、若年女性の流出、特に旭川市への

流出が多く見られることから、「流出を食い止める」「呼び込

む・呼び戻す」施策が必要であること。

資料：平成24年経済センサス活動調査

35～３９歳の未婚率の推移

　　女性

　　男性

卸売業・小売業
建設業

医療、福祉
運輸業・郵便業
複合サービス業

宿泊業・飲食サービス業
サービス業
製造業

農業、林業
生活関連サービス業、娯楽業

不動産業・物品賃貸業
学術研究、専門、技術サービス業

教育・学習支援業
金融・保険業

S５５ S６０ H２ H７ H１２ H１７H２２（年）

（人）

（百万円）

1,136
962

915
809

529
510
500

350
313
289

154
110
88
46
8

3,534
3,155

2,950
2,787

2,118
1,815

1,196
1,151
1,058

534
331
268
261
192

7.4

2.4

9.8

7.9

16.7

12.8

20.7

14.0

24.9

20.1

31.3

26.7

33.8

30.4

（％）

転入
８８４人

転出
1,088人

1,200

4,000

※付加価値額とは
売上高－（売上原価＋販売費及び
一般管理費＋給与総額＋租税公課）
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※対象地区は目安です。どの会場でも参加いただけますので、都合のつく日程
で参加ください。

今後の開催日程　※いずれも午後６時３０分開会
◆１０月６日鰹火 　末広コミセン　対象地区：末広町・弥生町・若松町

◆１０月７日鰹水 　西地区コミセン　対象地区：桂木町・新富町・西町・北斗町・学田二区・清水山・島ノ下

◆１０月９日鰹金 　朝日会館　対象地区：朝日町・本町・日の出町

◆１０月１３日鰹火 　南コミセン　対象地区：緑町・扇町・南町

◆１０月２７日鰹火 　東春コミセン　対象地区：春日町・東町

◆１０月２８日鰹水 　鳥沼会館　対象地区：鳥沼・大沼

◆１１月４日鰹水 　布部会館　対象地区：布部・扇山・五区

◆１１月５日鰹木 　布礼別集落センター　対象地区：布礼別・富丘・八幡丘

◆１１月６日鰹金 　麓郷集落センター　対象地区：麓郷全域

◆１１月９日鰹月 　山部福祉センター　対象地区：山部全域

◆１１月１９日鰹木 　瑞穂コミセン　対象地区：花園町・新光町・錦町・住吉町・瑞穂町・東雲町

◆１１月２４日鰹火 　東山支所　対象地区：東山全域

◆１１月３０日鰹月 　北の峰コミセン　対象地区：北の峰町・学田三区・御料

※瑞穂コミセンの開催日程が【１０月１５日鰹木 】から【１１月１９日鰹木 】に変更になりました。

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４

自総合戦略有識者会議による議論

平成27年１０月～人口減少対策に向けた具体的

　　　　　　　施策の洗い出し

　　　　11月～人口ビジョン、総合戦略の素案

　　　　　　　協議

平成28年１月～人口ビジョン、総合戦略の修正

　　　　　　　内容を協議

　　　　３月～人口ビジョン、総合戦略の最終

　　　　　　　協議

鞄市民のみなさんと意見交換や議論

虚平成27年９月28日～１１月末まで市内15会場
で「市長と語ろう地域懇談会」を開催します。
　今年のテーマは「平成27年度の市の主な取り
組み」と「人口減少対策と地方創生」です。

許平成２７年１２月に人口ビジョン、総合戦略のパ
ブリックコメント手続きを実施します。

　

みなさんの意見をお聞
かせください

～懇談会のテーマ～

市市長長とと語語ろろうう地地域域懇懇談談会会

虚平成２７年度の市の主な取り組みについて
　本年度の市の政策的な取り組みやお知らせについて
説明します。

許人口減少対策と地方創生について
　人口や経済のデータ分析を説明し、その対策について

みなさんと一緒に考えます。

◆総合戦略策定に向けた今後の動き自
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光地域医療の
local medical care   ray of hope ―

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

―
 地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
 ――
 

生生
命命
とと

健健
康康
をを

守守
るる

ま
ち
の
お
医
者
さ
ん

　
ま
ち
の
お
医
者
さ
ん
⑧⑧

　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か

ら
」
や
「
風
の
ガ
ー
デ
ン
」
で

撮
影
が
行
わ
れ
た
診
療
所
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
、
市
内
の

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
も
貴
重

な
存
在
の
渡
部
医
院
。
大
正
　１２

年
に
初
代
院
長
が
開
業
し
ま
し

た
。
現
在
院
長
を
務
め
る
渡
部

先
生
は
、
昭
和
大
学
医
学
部
を

卒
業
後
、
旭
川
厚
生
病
院
の
内

科
医
長
や
美
深
厚
生
病
院
の
院

長
を
経
て
、
平
成
４
年
に
富
良

野
に
戻
り
、
こ
の
診
療
所
に
三

代
目
と
し
て
開
業
。「
こ
こ
で
開

業
す
る
こ
と
は
必
然
だ
っ
た
ん

で
し
ょ
う
ね
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。
建
て
直
し
の
選
択

肢
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、「
そ

の
と
き
は
ま
だ
母
が
い
た
の
と
、

生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
と
い
う

こ
と
で
愛
着
も
あ
っ
た
」
と
、

あ
え
て
外
観
は
そ
の
ま
ま
に
内

装
の
改
修
の
み
と
し
た
こ
と
で
、

歴
史
あ
る
外
観
が
保
た
れ
ま
し

た
。
　
患
者
さ
ん
に
向
き
合
う
こ
と

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

時
間
は
ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し

く
、
外
来
診
療
の
合
間
を
縫
っ

て
は
、
自
宅
へ
行
っ
て
診
療
す

る
「
往
診
」
を
行
っ
て
い
る
、

数
少
な
い
お
医
者
さ
ん
の
一
人

で
す
。
朝
の
７
時
台
か
ら
外
来

診
療
が
始
ま
る
ま
で
、
昼
休
憩

の
時
間
帯
、
外
来
診
療
が
終

わ
っ
た
後
の
夕
方
、
ほ
ぼ
毎
日

往
診
を
待
つ
患
者
さ
ん
が
い
ま

す
。 看
 
み

 取
 り
に
つ
い
て
尋
ね
る

と

と
、「
本
来
は
自
分
の
家
で
行
う

も
の
。
本
人
が
求
め
れ
ば
そ
れ

に
応
え
た
い
」
と
言
葉
数
は
少

な
い
で
す
が
、
往
診
の
状
況
か

ら
み
て
も
そ
の
思
い
は
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
も
の
静
か
な
外
見
と
穏
や
か

な
雰
囲
気
が
印
象
的
で
す
が
、

内
に
秘
め
た
患
者
さ
ん
に
向
き

合
う
姿
勢
が
信
頼
関
係
を
生
み
、

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
頼
ら

れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
渡
部

先
生
。
医
師
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
進
む
二
人
の
息
子
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
、

渡
部
先
生
の
地
域
医
療
に
対
す

る
思
い
が
後
世
に
引
き
継
が
れ

る
こ
と
を
、
期
待
し
て
し
ま
い

ま
す
ね
。

▲渡部医院（本町１番１０号）

渡
部
医
院

渡
部

秀
雄

院
長

　救急の日である９月９日、市保健セ

ンターで「救急の日 医療講演会」を

開催しました。

　平成２１年に作成した小児救急冊子

「こどもの救急」の改訂版発行に合わ

せ、「小児救急疾患の心得」をテーマ

に富良野協会病院小児科大久保医師

が講演し、どのような症状になったら

救急医療を受診すべきか、家庭での対

処方法などを細かく説明していただ

きました。

　子育て中のお母さんからは、具体的

な病名・症状に合わせた対応方法など、

熱心な質疑が交わされました。

　小児救急冊子は、保健センター、市

役所、病院（小児科）などで配布して

いますので、活用してください。

小児救急疾患の心得　
　－小児科医からのお願い！　こんなときは　このように対処してください－

  富良野地域医療対策協議会 主催「救急の日 医療講演会」開催
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　中富良野　

秋の森林公園でウォーキング
　まちのシンボル北星山にある森林公園の
ウォーキングコースで、紅葉を楽しみながら
散策してみませんか。コースには案内看板が
設置されています。

エゾリスの道　１,６８０ｍ　所要時間約２５分

ガンビの道　　１,６８０ｍ　所要時間約２５分
※ウォーキングマップが必要な方は問い合
わせください。

鰹問 産業建設課　拶４４‐２１２３

　南富良野　

 十 
と

 梨 
なし

 別 渓谷の紅葉を
べつ

見に来ませんか？
　ナナカマドが赤く色づき、緑とのコントラ
ストが美しい十梨別渓谷で大自然を満喫し
てみませんか。渓谷を横断する橋の上からの
眺めがおすすめの絶景ポイント！さわやか
な秋のドライブに、ぜひお立ち寄りください。
（国道２３７号線金山市街に案内看板有）

鰹問 企画課商工観光係　拶５２‐２１１５

　占冠　

 赤  岩  青  巌  峡 の紅葉を楽しもう！
あか いわ せい がん きょう

　山々が美しく色づくこの季節に、自然豊か
な占冠だからこその美しい風景があります。
村立自然公園“赤岩青巌峡”はまさに絶景で
す。エリア内には「遊歩道」があり、紅葉を
楽しみながら散策できます。ドライブがてら、
ぜひ見に来てください！そして、お帰りの際
には、「占冠湯の沢温泉 森の四季」で疲れを
癒しましょう！

鰹問 NPO法人占冠・村づくり観光協会　拶３９‐８０１０

　上富良野　

後藤 純 
すみ

 男 美術館
お

　日本を代表する日本画家、後藤純男氏の大
作約１３０点を展示する美術館。上富良野の食
材が味わえるレストランも併設し、日本情緒
あふれる芸術と味覚の秋をお楽しみください。

ところ　上富良野町東４線北２６号
時　間　午前９時～午後５時
　　　　※１１月以降は午後４時まで
入場料　大人１,０００円・小中高生５００円

鰹問 後藤純男美術館　拶４５‐６１８１

ちょっくら

となりまち

今月のテーマ

秋の穴場
スポット

　健診は、あなたの生活習慣を見つめる良

い機会です。

　「自分の健康は自分が一番わかる」「健診

で指摘されるのが嫌だ」などと言う方もい

ますが、健診は命にかかわる病気になる前

の対策としてたいへん有効ですので、まず

は健診を受けましょう。

　また、この機会にがん検診などもぜひ一

緒に受診してください。

※生活保護世帯・住民税非課税世帯の方は、

　がん検診・エキノコックス症検診の料金

　が無料（ 喀  痰 検査・前立腺がん検診を除
かく たん

　く）となりますので、申し込みのときに

　お伝えください。

集団健診の日程

 健診だけなら、
 検査時間は30～40分程度

  （がん検診などと一緒に受診
　 される場合は１時間程度）

【受付時間】

  午前６時３０分
　　　～10時３０分
 ※受診時間については、 
 こちらで調整させていた
 だくことがあります。

東山支所１１月５日鰹木 

山部福祉センター１１月１３日鰹金 

保健センター

１１月６日鰹金 ・７日鰹土 
　　８日鰹日 
　　１４日鰹土 ・１５日鰹日 
　　１６日鰹月 

  ◆若年者健診（２０歳～３９歳）……………………無料

  ◆特定健診（４０歳～７４歳の国保加入者）………無料

  ◆後期高齢者健診（７５歳以上）…………………無料

  ◆胃がん検診（４０歳～７９歳） ………………1,５00円

  ◆肺がん検診（４０歳以上）…………………… ５00円
  　※ 喀  痰 検査は別途５００円かかります。

かく たん

  ◆大腸がん検診（４０歳以上） ………………1,000円
  　※無料クーポン券対象者は無料です。

  ◆前立腺がん検診（５０歳以上） ……………1,000円

  ◆肝炎ウイルス検診（過去に検査を受けたことがな
     く年度内に、４０・４５・５０・５５・６０・６５・
     ７０・７５歳になる方）……………………………無料

  ◆エキノコックス症検診（小学３年生以上） …………３００円
  　※１８歳以下の方は無料です。５年に１回の受診となります。　鰹問 保健医療課（保健センター）　拶３９‐２２００

１１月の集団健診は申し込みましたか？
≪予約受付中≫　　年に一度は健康チェックを！　
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里
親
と
は

　
親
の
病
気
や
離
婚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
、
温
か
い
家
庭
の
ぬ
く
も
り

を
求
め
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
ま
ご
こ
ろ
を

込
め
て
養
育
し
て
く
れ
る
人
を
「
里
親
」

と
言
い
ま
す
。

　
里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
も
と
づ

い
て
、
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
人

に
子
ど
も
た
ち
の
養
育
を
お
願
い
す
る

制
度
で
す
。

里
親
の
種
類
は
４
つ

虚
養
育
里
親
　
保
護
者
の
な
い
児
童
、
ま

た
は
保
護
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が
不

適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
（
要
保

護
児
童
）
を
養
育
す
る
里
親

許
専
門
里
親
　
児
童
虐
待
な
ど
の
行
為

に
よ
り
、
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た

児
童
な
ど
、
特
に
支
援
が
必
要
な
児
童
を

養
育
す
る
里
親

距
養
子
縁
組
希
望
里
親
　
養
子
縁
組
に

よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る

里
親

鋸
親
族
里
親
　
要
保
護
児
童
の
両
親
な

ど
が
死
亡
、
行
方
不
明
ま
た
は
拘
禁
な
ど

の
た
め
、
扶
養
義
務
者
及
び
そ
の
配
偶
者

で
あ
る
親
族
が
養
育
す
る
里
親

里
親
に
な
る
た
め
の
要
件

　
里
親
に
な
る
た
め
に
、
特
別
な
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鞄
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
こ
と

鞄
本
人
ま
た
は
そ
の
同
居
人
が
、
欠
格
事

由
に
該
当
し
な
い
こ
と

鞄
北
海
道
が
行
う
所
定
の
研
修
を
修
了

し
た
こ
と

※
専
門
里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に

別
途
要
件
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
他

に
も
、
里
親
に
は
児
童
の
養
育
に
関
し
て

守
る
べ
き
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

欠
格
事
由
や
守
る
べ
き
基

準
な
ど
、
く
わ
し
く
は
旭

川
児
童
相
談
所
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

里
親
登
録
ま
で
の
流
れ

　
里
親
登
録
さ
れ
る
ま
で

に
は
、
原
則
と
し
て
次
の
よ
う
な
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

自
里
親
と
し
て
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
み

た
い
と
思
っ
た
ら
…

虚
児
童
相
談
所
へ
相
談
止
許
里
親
登
録

申
請
書
提
出
止
距
基
礎
研
修
の
受
講
（
講

義
・
施
設
見
学
な
ど
計
2
日
）
止
鋸
認
定

前
研
修
の
受
講
（
講
義
・
養
育
実
習
な
ど

計
4
日
）
止
漁
北
海
道
社
会
福
祉
審
議
会

で
審
議
（
審
議
ま
で
に
児
童
相
談
所
に
よ

る
家
庭
訪
問
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
）
止
禦

認
定
登
録

※
審
査
の
結
果
、
里
親
の
要
件
に
該
当
し

な
い
も
の
と
し
て
、
認
定
さ
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
研
修
の
受
講
申
し
込
み
や
里
親
登
録

申
請
に
つ
い
て
は
、
旭
川
児
童
相
談
所

（
拶
０
１
６
６
‐
２
３
‐
８
１
９
５
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
し
た
里
親
に
養
育
を
委
託

　
児
童
相
談
所
は
、
子
ど
も
の
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
登
録
し
た
里
親
の
中
か
ら
委

託
先
の
候
補
を
選
び
、
子
ど
も
と
の
交
流

後
、
正
式
に
子
ど
も
の
養
育
を
委
託
し
ま

す
。

虚
委
託
の
検
討

　
児
童
相
談
所
が
、
里
親
へ
の
委
託
が
可

能
な
子
ど
も
に
相
応
し
い
里
親
と
の
組

み
合
わ
せ
を
検
討
し
ま
す
。

許
委
託
の
打
診

　
児
童
相
談
所
か
ら
委
託
候
補
の
子
ど

も
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
す
。

距
面
会

　
打
診
さ
れ
た
里
親
は
、
委
託
候
補
の
子

ど
も
が
い
る
施
設
な
ど
に
行
っ
て
、
子
ど

も
と
面
会
を
重
ね
ま
す
。

鋸
外
出
・
外
泊

　
子
ど
も
が
里
親
と
の
時
間
に
不
安
を

感
じ
な
く
な
っ
た
段
階
で
、
子
ど
も
と
の

外
出
や
外
泊
を
行
い
ま
す
。

漁
委
託

　
外
泊
な
ど
を
重
ね
、
里
親
と
子
ど
も
と

の
関
係
に
問
題
が
な
い
場
合
、
正
式
に
委

託
し
ま
す
。
※
家
庭
引
き
取
り
、
満
年
齢

（
　
歳
）、
養
子
縁
組
成
立
な
ど
の
理
由
の

１８場
合
、
委
託
が
解
除
さ
れ
ま
す
。

里
親
手
当
な
ど
の
支
給

　
子
ど
も
の
養
育
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、
次
の
表
の
と
お
り
里
親
手
当
や

生
活
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
教
育
費
や
医
療
費
な
ど

が
公
費
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

月　額区　分手当等

72,000円養育里親
里親手当

123,000円専門里親

56,440円乳　児
生活費

48,950円乳児以外
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ご
存
知
で
す
か
？
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さ
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鰹問 
こ
ど
も
未
来
課
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３

手当等の金額は平成26年度の単価
※養子縁組希望者及び親族里親
については里親手当は０円です
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　近年、急速な高齢化が進む中、地域におけるつながりの減少や家族関係の希薄化が進み、

地域の支え合い機能は低下しつつあります。

　こうした中、住民同士がさりげなく気遣い合い、地域の異変を早期に気づき、防災など

にはいち早く対応できるような地域づくりが求められています。

　そのためには、地域で活動する民生委員・児童委員はもちろんのこと、地域住民全体が

お互いに「見守る」ことが大切です。

民生委員・児童委員が
自宅を訪問します
　民生委員児童委員協議会では、緊急時の

対応や、日ごろの見守り活動の充実のため、

地域住民のみなさんから情報をいただき、

その情報を地図上にまとめ、地域の実情や

つながりが一目見て把握できる「住民支え

合いマップ」を作成します。

　マップの作成には、地域

の実情を聴き取りに腕章着

用、または民生委員証を携

帯した担当地区の民生委員

がみなさんの自宅にお伺い

します。

個人情報は守られます
　民生委員には守秘義務があり、個人情報はもちろんのこと、

聴き取りで得た地域の情報は、漏えいすることのないよう適

切に管理します。

　安心して住み続けられる地域づくりのため、みなさんのご

協力をお願いします。

鰹問 福祉支援課　拶３９‐２２１１

単身高齢者の住宅

高齢夫婦の住宅

車椅子の方が
住んでいる住宅

珊珊珊
珊珊珊

作成するマップのイメージ

珊珊
珊珊

珊珊珊
珊珊珊

「住民支え合いマップ「住民支え合いマップ」」
作成にご協力を　　　作成にご協力を！！

※この他にも緊急連絡先など、さまざまな
情報がマップに記載されます

みんなが安心して暮らせる地域づくりのために
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
活
動
な
ど
掲
載
し
て
い
ま
す

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

～インタビュー～

富
良
野
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

検
  索

角

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
今
年
８
月
に
は
東
山
地
域
に
笠
原
さ
ん
、
9
月
に
は
山
部

地
域
に
中
山
さ
ん
が
隊
員
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
一
定
期
間
、

地
域
に
居
住
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
地
域
お
こ

し
の
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図

り
ま
す
。
就
任
し
た
ば
か
り
の
お
二
人
に
ま
ち
の
印
象
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
紹
介

 中 
なか

 山  
やま

 昌 
まさ

 樹 さん（４７歳）
き

石川県金沢市出身。趣味は自分
でいろいろ作ったりする日曜
大工。

　
こ
れ
ま
で
地
元
で
長
距
離
の
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
中
山
さ
ん
。

　
歳
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
で
運
転
し
て
い
た

２０こ
と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
の
自
然

に
感
動
を
覚
え
な
が
ら
、「
い
つ
か
そ
ん
な

ま
ち
に
移
住
し
た
い
」
と
考
え
て
い
た
と

き
に
、
旅
行
で
訪
れ
た
富
良
野
の
協
力
隊

募
集
を
見
つ
け
応
募
し
ま
し
た
。

　「
山
部
を
は
じ
め
、
富
良
野
は
自
分
の
ふ

る
さ
と
と
風
景
が
似
て
い
ま
す
よ
」
と
話

す
中
山
さ
ん
は
、
着
任
し
て
か
ら
早
々
に
、

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
や
山
部
の
敬
老
会
に

も
足
を
運
び
、
地
域
の
人
た
ち
と
顔
を
合

わ
せ
た
り
、
記
録
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、

少
し
ず
つ
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　「
山
部
地
域
の
人
た
ち
は
、
す
ご
く
フ
ラ

ン
ク
で
親
し
み
や
す
い
人
た
ち
ば
か
り
。

い
た
だ
い
た
と
う
き
び
が
み
ず
み
ず
し
く

て
、
す
ご
く
美
味
し
い
の
で
、
別
の
食
べ

物
か
と
思
っ
た
く
ら
い
」
と
、
そ
の
と
き

は
あ
ま
り
の
美
味
し
さ
に
2
本
を
ペ
ロ
リ

と
食
べ
た
そ
う
で
す
。

　「
地
域
お
こ
し
と
い
う
概
念
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
な
ど

を
理
解
し
な
が
ら
、
外
か
ら
見
た
目
線
で

地
域
の
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
」
と

話
す
中
山
さ
ん
。

　
今
後
は
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
取
得
を

め
ざ
し
、「
資
格
を
取
得
し
た
際
に
は
学
ん

だ
こ
と
を
地
域
の
た
め
に
活
か
せ
た
ら
」

と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　　

 笠 
かさ

 原  
はら

 伸 
しん

 介 さん（５０歳）
すけ

東京都出身。趣味は海釣りや読
書。東山では川釣りにもチャレ
ンジ。

　
旅
行
を
き
っ
か
け
に
、
北
海
道
の
魅
力

を
感
じ
て
い
た
と
い
う
笠
原
さ
ん
。
そ
ん

な
思
い
を
胸
に
、
大
学
卒
業
後
は
北
海
道

へ
就
職
し
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
会
社
で
活
躍
。「
イ
ベ

ン
ト
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、

何
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
き
、
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

を
見
つ
け
て
応
募
し
ま
し
た
。

　
笠
原
さ
ん
は
、
札
幌
に
住
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
り
、
美
瑛
町
や
富
良
野
地
域
に
は

毎
年
春
と
秋
に
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

「
い
つ
も
は
何
気
な
く
見
て
い
た
風
景
も
、

活
動
を
通
じ
て
見
て
み
る
と
、
ビ
ッ
ク
リ

す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
特
に
大
豆
や
小

豆
を
ニ
オ
積
み
し
て
い
る
風
景
は
、
何
を

し
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

自
分
と
し
て
は
す
ご
く
面
白
い
風
景
で
し

た
」
と
改
め
て
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
た
そ
う
で
す
。

　「
風
景
を
き
っ
か
け
に
何
か
で
き
れ
ば
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
早
々
に
活
動
を
始
め

て
い
る
笠
原
さ
ん
は
「
地
域
に
い
る
い
ろ

い
ろ
な
立
ち
位
置
や
角
度
で
考
え
て
い
る

人
た
ち
か
ら
日
々
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
の
成
長
に
も
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
」
と
着
任
し
て
か
ら
1
カ
月
半
が

経
過
す
る
な
か
、
少
し
ず
つ
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
住
ん
で
い
る
人
が
9
0
0
人
と

い
う
地
域
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
1
年
か
け
て
四
季
を

見
た
り
感
じ
た
り
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
話
す
笠
原
さ
ん
。「
今
ま
で
自

分
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
活
か
し
な
が

ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
思
い
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲笠原さん写真提供
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▲妻の梓さんと長女（１歳２か月）
の３人で仲良く暮らす上野さん一家

人
良野に

移る
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お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
しししししししししししししししししししししししししししししししししし
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一
歩
ず
つ
農
家
人
生
を
歩
み
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

上野 進一郎さん 
－ 山部桜丘の新規就農者 －

　出来秋の９月、メロンの収穫に追われる上野

進一郎さんは、東京都江戸川区出身の33歳。

　八百屋の息子として育った上野さんは、日ご

ろから野菜に触れていたため、幼いときから農

業に興味を持ち、高校卒業後、東京農業大学に

進学します。しかし、大学の講義で「モグラ」

の生態系が解明されていないことを知り、「モ

グラ用 忌 
き

 避 
ひ

 剤 の効果」という研究に没頭し、農
ざい

業とは別の方向へ進んでいきます。卒業後も都

内の飲食店でコックとして働きますが、ふと料

理を食べるお客さんを見て、「自分が作った野

菜を自分が調理してあげたい」と、再び「農

業」への思いが込み上げてきたそうです。

　そこで、２５歳のときに住み込みで農業体験が

できる北海道十勝の音更町に移住します。北海

道を選んだ理由を上野さんは、「幼いころ両親

が自分を残して北海道旅行に出かけたことを

うらやましく感じ、いつか自分も北海道に行っ

てみたかった」と話します。音更町では、露地

のブロッコリー栽培に携わり、３０歳のときに経

営者になるため道内で相談を繰り返している

うちに、山部桜丘の高田邦雄さんと知り合い、

メロンの研修を受けることになったそうです。

　当時の研修のことを上野さんは、「メロンの

栽培が初めてだった自分に、高田さんや地域の

方が、水やりや温度管理など手間暇かかる作業

を、時間や労力を惜しまず、熱心に指導してく

れたことに、とても感謝しています」と振り返

ります。２年間の研修は、今年の３月で終了し、

時期を同じく、高田さんは高齢のため離農され

るということもあり、その後を継ぐ形で就農す

ることができました。

　就農１年目の今年、９月１６日にメロンの収穫

を終えた上野さん。今後について、「まずは、

一人前の農家になってしっかり経営できるよ

うに頑張りたい。夢が叶うのであれば、自分が

作った野菜を材料に、料理で腕を振るう日が来

たらうれしいです」と夢を語ってくれました。
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注目の本！

　丸の内で活躍するシェフ
たちのお気に入りの調味料、
後世に語り継ぎたいニッポ
ンの名作調味料、日本各地
から厳選した調味料お取り
寄せ案内、基本調味料の上
手な使い方とレシピ集など
を収録する。

ベストオブニッポンの調味料
「これさえあれば」を揃えました。

　　　　　　　　　　　　 枻 出版社
えい

ＢＯＯＫＳ

昭
和
　
年
（
１
９
７
３
年
）

４８

富
良
野
シ
ャ
ン
ツ
ェ
落
成
記
念
　
　
　

「
日
ソ
親
善
ジ
ャ
ン
プ
大
会
」

　
昭
和
　
年
２
月
６
日
、
富
良
野
シ
ャ

４８

ン
ツ
ェ
落
成
を
記
念
し
て
「
日
ソ
親
善

ジ
ャ
ン
プ
大
会
」
が
、
快
晴
無
風
の
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。
富
良
野
国
体
の
中
核
施
設
と

な
る
　
ｍ
級
ジ
ャ
ン
プ
台
は
、
朝
日
ヶ

７０

丘
公
園
に
前
年
の
　
月
　
日
に
完
成

１２

２５

し
た
。
大
会
に
は
、
富
良
野
で
初
の
国

際
大
会
と
あ
っ
て
、
１
万
人
を
超
え
る

大
観
衆
が
詰
め
か
け
、
日

ソ
両
国
の
ト
ッ
プ
選
手
の

豪
快
な
ア
ー
チ
合
戦
に
観

衆
は
盛
ん
に
声
援
を
送
っ

た
。

禦

虚
１
万
人
の
大
群
集
の
中
に
飛
び

込
む
よ
う
に
着
地
す
る
ジ
ャ
ン

パ
ー
（
中
央
付
近
）

許
欧
州
型
ジ
ャ
ン
プ
台
か
ら
飛
躍

す
る
選
手
の
雄
姿

◆開館時間　
　火～金　
　午前１０時～午後６時
　土・日　
　午前９時～午後５時

◆１０月の休館日
　毎週月曜日

　１日鰹木 ・２日鰹金 ・
　１３日鰹火 
※１日鰹木 と２日鰹金 は図書
整理のため休館しますが、
新聞は閲覧できます。

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書 NEW

人間の 分 
ぶん

 際 
ざい

/  曽 
そ

 野  
の

 綾 
あや

 子 
こ

児童書 NEW

ママがおばけになっちゃっ

た！/ のぶみ

＊図書館まつり＊

【２階　展示ホール・多目的ホール・サークル室２・３】

　合同作品展　　　　　　　１０月３日鰹土 ～１１日鰹日 
　おはなし会　　　　　　　１０月１０日鰹土 　午前１０時３０分
　英語のおはなし会　　　　１０月１７日鰹土 　午前１０時３０分
　大人の古本市　　　　　　１０月１７日鰹土 ・１８日鰹日 
　　　　　　　　　　　　　両日とも午前９時～午後３時

　ボランティア研修会

　　「ビブリオバトルについて」　１０月１７日鰹土 　午後１時３０分

【１階　エントランス・読み聞かせコーナー】

　子ども川柳コンテスト入賞作品展　１０月３日鰹土 ～１８日鰹日 
　どんぐりおはなし会　　　　　毎週水曜日　午後３時

【図書館全館】

　ハロウィンパーティ　　　１０月３１日鰹土  午前10時～午後２時

【お知らせ】
　１０月３日鰹土 から、館内でDVD・CDなどの視聴覚資料をご利用い
ただけるようになりました。機材は、１階カウンターで貸し出し
ます。

許

虚
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歯
が
抜
け
る
と
叱
れ
な
い

　
以
前
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、
永
久
歯

が
生
え
て
こ
な
い
病
気
？
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
我
が
子
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
娘
の
歯
は
、
徐
々
に
乳

歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
変
わ
り
始
め
ま
し

た
。
　
歯
を
抜
く
と
き
の
話
で
す
が
、
私
自
身
、

幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
揺
れ
出
し
た

乳
歯
が
気
に
な
っ
て
仕
方
な
く
、
一
日
中
、

動
か
し
て
抜
い
て
い
た
記
憶
が
よ
み
が
え

り
ま
す
。
自
分
の
歯
は
、
自
分
で
抜
く
習
慣

が
身
に
つ
い
て
い
て
（
私
だ
け
？
）、
娘
も

て
っ
き
り
一
人
で
抜
く
も
の
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
…
が
、
娘
は
乳
歯
を
恐
る
恐
る
動

か
し
て
い
る
も
の
の
、
最
後
の
最
後
は
、「
血

が
出
て
る
！
」
と
か
言
っ
て
、
自
分
で
歯
を

抜
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
パ
パ
が
「
も
う

抜
け
る
じ
ゃ
ん
！
」
と
言
い
な
が
ら
、
娘
に

歯
を
抜
く
こ
と
を
促
し
ま
す
が
、
結
局
、「
イ

タ
イ
！
」
と
か
言
い
出
す
の
で
、
半
ば
強
引

に
抜
か
れ
て
い
ま
す
（
笑
）。

　
乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
変
わ
る
こ
と

は
良
い
こ
と
で
す
が
、
ひ
と
つ
困
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
叱
る
と
き
で
す
。

　
前
歯
、特
に
上
の
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
と
、

少
し
人
相
が
変
わ
る
感
じ
が
し
て
、
叱
る
と

き
に
娘
の
顔
を
見
る
と
笑
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
い
つ
だ
っ
た
か
、
兄
弟
げ
ん
か
を
し
て
い

た
の
で
、
何
故
け
ん
か
を
し
て
い
た
の
か
聞

い
て
い
た
と
き
に
、
ふ
と
娘
の
口
元
を
見
た

ら
、
口
が
半
開
き
で
、
上
の
歯
が
一
本
な
く

お
歯
黒
み
た
い
に
見
え
た
の
で
、
思
わ
ず
吹

き
出
し
て
叱
る
の
を
や
め
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
何
で
マ

マ
は
急
に
笑
い
だ
し
た
の
か
、
き
ょ
と
ん
と

し
た
様
子
で
し
た
が
、理
由
を
説
明
す
る
と
、

さ
ら
に
抜
け
た
歯
を
強
調
し
顔
を
近
づ
け

て
く
る
の
で
、
結
局
、
叱
ら
ず
じ
ま
い
に
な

り
ま
し
た
。

　
娘
は
、
今
、
上
の
歯
２
本
が
抜
け
た
ば
か

り
で
、
永
久
歯
が
生
え
 揃
 う
ま
で
に
は
、
ま

そ
ろ

だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
の
で
、
何
と
か
叱

ら
な
い
で
済
む
よ
う
、
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
。

   ペ
ン
ネ
ー
ム
　
歯
は
自
分
で
抜
く
派
　!?

　
子
育
て
を
と
お
し
て
親
も
成
長
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
子
育
て
体
験

を
紹
介
し
ま
す
。
体
験
記
を
「
広
報
ふ
ら
の
」
へ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
６
５
０
字
程
度
）

 

望月 那菜 望  月   那  菜 さん （２さん　　（２歳７カ月)歳７カ月)

もち づき なもち づき な なな

　　　　　　 　上五区上五区

七五三です　七五三です。。
公園は楽しいな公園は楽しいな♪♪

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

左か左からら

折 折舘舘 資弥  資  弥 さんさん    (４歳)(４歳)　桂木町桂木町

もともと やや

早 早坂坂深里  深  里 さんさん    (１歳)(１歳)　錦町錦町

み さみ さとと

　　 修志 修  志 さんさん　（４（４歳)歳)　
しゅうしゅう じじ
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ズームアップ

まちのできごと

 布礼別小学校

和６３年５月に主に観光客が利用する公衆トイレ
が地域に設置されて以来、２８年もの長きにわたり、

布礼別小中学校で清掃ボランティア活動に取り組ん
でこられました。平成２６年３月に中学校閉校以降は、
小学３年生以上で活動を続け、今年度は８人が月に３
回から４回程度、トイレ清掃や付近のごみ拾いを行っ
ています。これらの功績が認められ受賞されました。

昭

日本トイレ大賞　　
　　  国土交通大臣表彰

▼リサイクル品がずらり
第９回富良野リサイクルフェア　８月３０日鰹日 

良野リサイクルフェアがリサイクルセンター

で開催され、多くの来場者でにぎわいました。

山部中学校吹奏楽部の演奏でオープニングを飾っ

たリサイクルフェアも今回で９回目。山崎伸一実

行委員長は「物を大切に扱い、ごみを出さないイ

ベントとして、年々来場者も増えてきています。

終了まで各種イベントを楽しんで行ってくださ

い」とあいさつ。会場では、大人気の廃棄物再生

富

品販売をはじめ、空き缶５個で１回引ける「空き

缶くじ引き」や人参詰め放題、フリーマーケット

や縁日コーナーなど、大人から子どもまでイベン

トを楽しんでいました。また、リサイクルフェア

では、飲食で使うはしやスプーン、買い物袋を来

場者に持参してもらうなど、ごみを出さないよう

な取り組みも行われています。会場内に並ぶ品物

を見たり購入したり遊んだりと、来場者は各種催

しを楽しんでいました。

▼練習の成果を披露
富良野消防連合演習　９月１日鰹火 

災の日の９月１日に富良野消防連合演習が地

域人材開発センターで行われ、地域の消防団

など１３５人が有事の際の対処法などの演習を行い

ました。今回は、小隊訓練などで優秀な消防団が

表彰されるなど、それぞれが日ごろの訓練の成果

を発揮。また、模擬火災訓練では東中学校での火

災を想定し、生徒たちが避難する中、校舎への放

水や救助など本番さながらの訓練が行われました。

防
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ズームアップ

まちのできごと

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼就職活動真っ最中
新規高等学校卒業予定者等企業説明会　８月２７日鰹木 

校生の就職試験が解禁される９月１６日を前に、

企業説明会が文化会館で開催され、富良野緑

峰高校など沿線４つの高校から来年３月卒業予定

の３年生４３人が参加しました。沿線の１６事業所が

会社概要などを説明し、参加した学生からは、「就

職を希望している会社の説明を聞けて良かった」

「できれば地元で就職したい」との声が聞かれ、そ

れぞれ真剣な眼差しで説明を聞いていました。

高

▼体力の限界に挑んだ３日間
ツール・ド・北海道２０１５　　　 　　　９月１２日鰹土 

北・道央地域が舞台となった今年のツール・

ド・北海道２０１５が開催され、全長５５０㎞のコー

スで選手が熱戦を繰り広げました。２００９年以来の

６年ぶりに市内のコースが設定された第２ステー

ジは、美瑛町をスタート地点とし、上富良野・中

富良野を通過し、市内鳥沼・富丘地域を経て、再

び美瑛町へ戻る１６２㎞。沿道では住民が声援を送り、

その前を選手が風のように駆け抜けていきました。

道

▼収穫・食欲・ワインの秋
ふらのワインぶどう祭り２０１５inまちなか　９月６日鰹日 

秋
の収穫を祝う「ふらのワインぶどう祭り２０１５in

まちなか」が駅前特設会場で開催され、約7,000

人の市民や観光客で賑わいました。ワイン造りの伝

統を再現する「ワイン踏み実演」（写真漁）では、

ワインガールズの２人が軽快なステップを披露。シ

ンガポールから訪れた観光客など一般参加者２０組

もワイン踏みを体験し、来場者の脚光を浴びました。

各店自慢の料理が提供される「飲食ブース」では、

富良野沿線５戸の農家が飼育する「ふらの大地和

牛」や、ワインや果汁を使用した創作料理が振る

舞われ、ブース前は料理を買い求める来場者が長蛇

の列に。「縁日コーナー」でも、多くの親子連れが

楽しみました。イベント終盤、来場客は、来年第

３０回目を迎えるワインぶどう祭りを心待ちにしつ

つ、名残惜しそうに会場を後にしていました。

鋸
ぶ
ど
う
農
家
に
よ
る
ワ
イ
ン
販
売

距
ふ
ら
の
大
地
和
牛
の
丸
焼
き

許
ソ
ム
リ
エ
タ
イ
ム

虚
子
ど
も
に
人
気
の
コ
ル
ク
プ
ー
ル

虚 許

鋸 漁

距
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図るために『事前予約制』になっています。予約

方法は、市民年金係で申し込みをするか、年金手

帳などの基礎年金番号がわかるものをお手元に置

き、日本年金機構旭川年金事務所相談予約担当（拶

０１６６-７２-５００４）に電話で申し込みください。予約を

されず、お越しになられても対応できませんので、

必ず事前予約をお願いします。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２５年１０月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

２０歳は国民年金に加入する年齢です
　年金は、自分の老後のためだけではなく、自分の

親などの老後をみんなで支え合うことを目的に作

られた制度です。また、一家の働き手が亡くなった

ときや、思わぬ病気やけがで障がいが残ったときで

も遺族年金や障害年金が支給されます。加入の手続

きをしなかったり、加入しても保険料を未納にして

いると、将来、年金が受け取れなくなる場合があり

ますので、忘れずに加入して保険料を納めましょう。

学生や低所得などの理由で保険料を納められない

方には、免除制度がありますので、相談ください。

ねんきん相談は予約制です　
　毎月１回行っている「ねんきん相談」は、相談者

の増加による待ち時間の短縮や相談業務の充実を

　生後６カ月から３歳ぐらいまでの乳幼児は、周

囲のものすべてが目新しく、それらを口に入れて

その性質を知ろうとします。その結果、いろんな

物を誤って飲み込んでしまうことがあります。

　厚生労働省「家庭用品等に係る健康被害病院モ

ニター制度」２０１３年度報告書によると、誤飲物の

トップは「医薬品・医薬部外品」、次いで「タバコ」、

「プラスチック製品」、「玩具」、「金属製品」、「硬貨」、

「電池」が続きます。誤飲事故の対応策を決めるた

めには、「いつ、何を、どのくらい飲んだか」が重

要です。飲んだと思われる物、容器、袋などを持

参してもらうことは、どんな検査よりも有効な治

療につながります。誤飲物の入った場所が、消化

器（食道や胃）の場合は中毒症状と粘膜損傷が問

題となり、気道（喉頭や肺）の場合は窒息と咳な

どの症状が問題になります。

―　急性中毒症状　―

　タバコ１本中のニコチンは、小児の致死量に相

当します。タバコは、２cm以上の誤飲で救急適応

とされますが、刺激で吐きやすく胃での吸収率も

低いため無症状がほとんどです。ただし、水に溶

けるとニコチンは50～70％溶出するため、灰皿の

水やタバコを捨てた缶ジュースの残りは、少量で

も非常に危険です（表１参考）。初期症状である 嘔 
おう

 気 ・嘔吐・下痢・顔面蒼白・不機嫌に注意しましょ
き

う。

　誤飲に伴う急性中毒の治療ですが、 拮 
きっ

 抗 薬や解
こう

毒剤は極めて少なく、 催 
さい

 吐 や胃洗浄の効果も限定
と

的でリスクを伴います。“予防に勝る治療なし”お

子さんの周囲には気を配りましょう。

 表１  誤飲物と急性中毒症状の危険性

　

今月のテーマは

こんにちは

医師会 角谷です！

急性中毒症状

今月のテーマは 小児の誤飲事故虚 

 ほとんど心配ないもの

 ・せっけん　・マッチ　・クレヨン　・絵の具
 ・口紅　・クリーム　・乾燥剤（シリカゲル）

 少量なら心配ないもの

 ・防虫剤（パラジクロルベンゼン）　・中性洗剤
 ・インク　・乾燥剤（塩化カルシウム）　

 毒性が強く治療が必要もの

 ・園芸用殺虫剤　・除草剤　・トイレ洗剤　
 ・染毛剤　・灯油やガソリン　・ナフタリン
 ・タバコ　
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌化粧台化粧台　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌屋外ブラン屋外ブランココ捌捌半袖Ｙシャツ（女子用１５０～１６０半袖Ｙシャツ（女子用１５０～１６０））

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

市市民民環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

　契約は法的な責任が生じます！
　契約は単なる約束とは違い、法的な責任が生
じる約束ごとです。

　「合意」＝「契約成立」
　売り手と買い手、お互いの合意があれば、契
約書を交わさなくても、口約束だけでも、原則、
契約は成立します。
契約書は契約の内
容を確認するため
に作成するもので、
契約書がなくても
契約は成立します。
※契約書を作成し
た場合は、大切に保管しましょう。

　一方の都合だけでは解約できません！
　成立した契約は、原則としてどちらか一方の
都合だけで解約することはできません。契約内
容を守らなかった場合は、法律にもとづき契約
を実行するよう求めたり、契約が実行されな
かったために受けた損害を賠償請求されること
もあります。

　　内容をよく確認し、
　　　　　慎重に契約しましょう。

今月は「生活まめ知識」

契 約 と は ？

野外でのごみの焼却は禁止されています

　野外でのごみの焼却は、一部の例外を除いて

禁止されています。ごみの焼却は、有害化学物

質の発生、火災の原因、煙の悪臭による近所迷

惑などさまざまな問題の原因となります。また、

家庭用の簡易焼却炉も野焼きと同様の扱いとな

りますので使用しないでください。　ごみは、市

の分別ルールにもとづいて出してください。　

くわしくは、ごみの分け方・出し方ガイドブッ

クの１８ページをご覧ください。

家庭菜園の後片付け

　家庭菜園から出てきた根や茎や葉などは、枝・

草類として出してください。根や茎や葉などは、

乾燥させてから無色透明な袋に入れてください。

また、野菜などの実は取り除いて、実は生ごみ

として出してください。

.

秋の地域環境美化運動

　地域の道路や公園などの落ち葉や散乱したごみ
をきれいにしましょう。実施団体にはごみ袋を提
供しますので、事前に相談してください。

期　間　１０月４日鰹日 ～１１日鰹日 

排　出　集めたごみは、市の分別基準に従い、指
　　　　定された袋を使って、町内の資源回収ス
　　　　テーションへ通常どおり出してください。

◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆

ふらの環境展２０１５
と　き　１０月１５日鰹木 ～１7日鰹土 
　　　　午前10時～午後４時（27日は午後２時まで）
ところ　図書館
入場料　無料
内　容　パネル展、省エネグッズ展など

鰹問 市民環境課　拶39-2308
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このページは広告料収入で作成しています

Ｑ.家庭菜園で使用した支柱
は何ごみ？

Ａ．袋に入る大きさのものは、
木製、竹製、プラスチック製
の場合は固形燃料ごみになり
ます。金属製の場合は金属ご
みになります。
　４５リットルの袋に入らない
ものは粗大ごみになりますの
で、処理券の購入と申込みが
必要です。

Ｑ.保冷剤は何ごみ？

Ａ．固形燃料ごみになります。

Ｑ.ハンガーは何ごみ？

Ａ．フックが金属の物、針金
でできたハンガーは、金属ご
みになります。すべて木製で
できた物、またはすべてプラ
スチックでできた物は固形燃
料ごみです。

Ｑ.ペット用トイレシートは
何ごみ？

Ａ．ペット用トイレシートは、
使用品、未使用品に限らず、
すべて衛生用品になります。

１０月号

ありがとうございます

山田 康子さん

（ふるさと納税）　金５万円

小野田 由里子さん

（ふるさと納税）　金１万円

寄 付

ごみＱ＆Ａ

 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
　
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹日 
は
秋

１０

１９

２５

の
行
政
相
談
週
間
で
す
。
国
や

道
な
ど
の
行
う
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
要
望
な
ど
、
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。
期
間
中
は
、

定
例
行
政
相
談
（
毎
月
第
１
・

３
月
曜
日
）
の
ほ
か
に
次
の
と

お
り
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
一
日
行
政
何
で
も
相
談

と
　
き
　
　
　
月
　
日
鰹月 

１０

１９

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

◆
特
設
行
政
何
で
も
相
談

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹火 

１０

２０

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
巡
回
行
政
・
人
権
何
で
も
相
談

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹水 

１０

２１

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ
　
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
。
ま
た
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

鰹問 
行
政
相
談
委
員
 山
下
さ
ん

拶
２
２
‐
１
６
６
２

鰹問 
行
政
相
談
委
員
  大
 

お
お

 佐
 
さ

 古
 さ
ん

こ

拶
４
２
‐
２
７
５
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

無
料
調
停
相
談
会

　
金
銭
の
貸
借
、
損
害
賠
償
、

夫
婦
や
親
族
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

で
お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
相
談
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
不
要
。
相
談
は
無
料
で
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１０

２５

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
１
階
研
修
室

鰹問 
富
良
野
調
停
協
会
（
下
口
さ
ん
）

拶
２
２
‐
４
３
７
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

秋
の
社
労
士
フ
ェ
ア

　
　
月
以
降
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

１０

（
個
人
番
号
）
が
通
知
さ
れ
ま
す

の
で
、
事
業
所
向
け
に
制
度
内

容
な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
６
日
鰹火 

１０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

内
容
（
テ
ー
マ
・
時
間
・
講
師
）

虚
知
っ
て
お
き
た
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
講
師
　
 平
 

ひ
ら

 子
  正
秀
さ
ん

こ

許
給
与
計
算
実
務
マ
ス
タ
ー
講
座

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
講
師
　
黒
岩
 優
佳
さ
ん

距
始
ま
る
！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
午
後
３
時
　
分
～
４
時
　
分

１５

４５

　
講
師
　
 近
  野
  直
紀
さ
ん

こ
ん
 
の

鋸
給
与
計
算
に
関
わ
る
労
基
法
等

　
午
後
３
時
　
分
～
４
時
　
分

１５

４５

　
講
師
　
佐
藤
 敏
明
さ
ん

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
午
後
１
時
　
分
か
ら

３０

４
時
　
分
ま
で
は
労
務
個
別
相

４５

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
予

約
不
要
）。

鰹問 
北
海
道
社
会
保
険
労
務
士
会
道

北
支
部
富
良
野
部
会
（
平
子
さ
ん
）

拶
２
２
‐
３
０
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

成
人
式
の
お
知
ら
せ

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹日 

１０

             午
後
２
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者
　
平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

※
住
民
票
を
市
外
に
移
し
て
い

る
方
で
も
出
席
で
き
ま
す
。
実

家
が
市
内
に
あ
り
、
帰
省
し
て

成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
方

広告

広報ふらのに広告
を掲載しませんか

　市では、「広報ふ
らの」の「くらし
の情報」下段に有
料広告を掲載して
います。会社やお
店の宣伝にご利用
ください。

鰹問 企画振興課

拶３９-２３０４

2211 FFuurraannoo 22001155--1100

は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
住
民
票
が
市
内
に
あ
る
方
は

申
し
込
み
不
要
で
す
。

◆
新
成
人
代
表
を
募
集

　
自
分
た
ち
で
成
人
式
を
演
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
　
象
　
新
成
人
７
～
９
人

内
　
容
　
式
典
前
に
数
回
会
議

を
開
き
、
成
人
式
の
内
容
を
検

討
し
ま
す
。

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

１０

３０

文
化
会
館
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
思
い
出
の
写
真

　
式
典
で
　
年
間
を
振
り
返
る

２０

ス
ラ
イ
ド
映
像
を
上
映
し
ま
す
。

小
さ
い
こ
ろ
の
写
真
や
、
友
だ

ち
、
家
族
と
の
写
真
な
ど
、
上

映
を
希
望
す
る
写
真
が
あ
れ
ば

連
絡
く
だ
さ
い
。
※
使
用
後
の

写
真
は
お
返
し
し
ま
す
。

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

１０

３０

文
化
会
館
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
   予
防
接
種

期
　
間
　
１
月
　
日
鰹土 
ま
で

３０

対
　
象
　

虚
接
種
日
当
日
、
満
　
歳
以
上

６５

許
接
種
日
当
日
、
満
　
歳
以
上

６０

　
歳
未
満
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・

６５

呼
吸
器
の
機
能
障
が
い
に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
方

持
ち
物
　
健
康
保
険
証
・
身
体

障
害
者
手
帳
（
該
当
者
の
み
）

接
種
費
用
　
１
２
０
０
円

※
ワ
ク
チ
ン
単
価
の
上
昇
に
よ

り
昨
年
度
よ
り
２
０
０
円
高
く

な
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
次
の
い

ず
れ
か
の
書
類
を
医
療
機
関
に

提
出
す
る
と
無
料
に
な
り
ま
す
。

虚
生
活
保
護
受
給
証
明
書

許
平
成
　
年
度
介
護
保
険
料
額

２７

決
定
通
知
書

距
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

鋸
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

自
己
負
担
金
免
除
対
象
者
証
明

書
（
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
で
交

付
。
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

※
接
種
後
の
接
種
費
用
の
払
い

戻
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

実
施
医
療
機
関
　
市
内
の
す
べ

て
の
医
療
機
関

※
入
院
や
施
設
入
所
な
ど
の
理

由
で
市
外
の
医
療
機
関
で
受
け

る
場
合
も
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
接
種
前
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
以
外
の
予
防
接
種
費

用
の
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鰹問 
保
健
医
療
課
　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種

　
今
年
度
定
期
接
種
対
象
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
高
齢

者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
受
診

券
」
と
健
康
保
険
証
を
持
参
し

平
成
　
年
３
月
　
日
鰹木 
ま
で
に

２８

３１

実
施
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
費
用
　
２
３
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
次
の
い

ず
れ
か
の
書
類
を
医
療
機
関
に

提
出
す
る
と
無
料
に
な
り
ま
す
。

虚
生
活
保
護
受
給
証
明
書

許
平
成
　
度
介
護
保
険
料
額
決

２７

定
通
知
書

距
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

鋸
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
自
己
負
担
金
免
除
対

象
者
証
明
書
（
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
で
交
付
。
保
険
証
と
印
鑑

を
持
参
く
だ
さ
い
）

※
接
種
後
の
接
種
費
用
の
払
い

戻
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

実
施
医
療
機
関
　
協
会
病
院
・

ふ
ら
の
西
病
院
・
北
の
峰
病
院
・

内
海
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
か
と

う
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
か

わ
む
ら
整
形
外
科
医
院
・
ふ
ら

の
皮
膚
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

ふ
ら
の
消
化
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
渡
部
医
院
・
山
部
診
療
所

※
必
ず
、
予
約
を
し
て
か
ら
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
入
院
や
施

設
入
所
な
ど
の
理
由
で
市
外
の

医
療
機
関
で
受
け
る
場
合
も
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

鰹問 
保
健
医
療
課
　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

太
陽
光
発
電
に
補
助

　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を

設
置
す
る
市
民
な
ど
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

鞄
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

対
　
象
　
市
内
に
居
住
し
て
い

る
方
ま
た
は
活
動
拠
点
を
市
内

に
お
く
団
体
や
事
業
所
で
、
こ

れ
か
ら
市
内
に
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
方

補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
上
限
　
万
円
）

１５

鞄
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

対
　
象
　
市
内
に
居
住
し
て
い

る
方
で
、
こ
れ
か
ら
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

補
助
額
　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
公
称
最
大
出
力
値
１
鯵
あ

た
り
３
万
円
（
上
限
　
万
円
）

１５

【
共
通
事
項
】

補
助
件
数
　
予
算
の
範
囲
内
で

先
着
順
（
着
工
前
に
限
り
ま
す
）

申
込
み
　
市
民
環
境
課
に
あ
る

申
請
書
な
ど
必
要
な
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
市
民
環
境
課

拶
３
９
‐
２
３
０
８

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

子
ど
も
子
育
て
　
　
  

 支
援
新
制
度
研
修
会

　
新
制
度
の
狙
い
や
制
度
内
容
、

今
後
の
動
向
に
つ
い
て
学
習
し

ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹金 
　

１０

２３

　
　
　
　
午
後
６
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
料

内
　
容
　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
つ
い
て
（
仮
）」

講
　
師
　
吉
田
 正
幸
さ
ん
（
保

育
シ
ス
テ
ム
研
究
所
代
表
）

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

拶
３
９
‐
２
２
２
３
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
市
民
講
座

●
「
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
で
、
転

ば
な
い
身
体
に
！
　
　
　
　
　

　
路
面
が
凍
結
す
る
冬
期
に
向

け
て
、
転
ば
な
い
健
康
な
身
体

を
つ
く
る
き
っ
か
け
に
参
加
く

だ
さ
い
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹金 

１１

２０

　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

講
　
師
　
大

西
  潤
 

じ
ゅ
ん

 子
 さ

ん

こ

（
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
）

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
（
成
人
の
み
）

３０

持
ち
物
　
ス
ト
レ
ッ
チ
マ
ッ
ト

（
無
い
場
合
は
バ
ス
タ
オ
ル
）、

飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

申
込
み
　
　
月
６
日
鰹金 
ま
で
に

１１

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
！

～
花
を
描
く

　
色
鮮
や
か
な
花
々
を
モ
チ
ー

フ
に
パ
ス
テ
ル
画
に
挑
戦
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
７
日
鰹土 

１１

　
午
前
９
時
～
午
後
２
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
盛
本
 学
史
さ
ん
（
洋

画
家
）

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
３０

持
ち
物
　
お
弁
当
、
飲
み
物
、

水
彩
絵
の
具
、
色
鉛
筆
な
ど

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹土 
ま
で
に
、

１０

３１

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
文
化
会
館
前
か
ら
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
混
声
合
唱
団

　
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

３５と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

10

１８

　
　
　
午
後
２
時
（
　
前
開
場
）

３０

と
こ
ろ
　
ア
ト
リ
ウ
ム
（
マ
ル

シ
ェ
２
・
タ
マ
リ
ー
バ
）

入
場
料
　
無
料

曲
　
目
　
フ
ル
サ
ト
、
放
射
能
、

夢
が
あ
る
の
な
ら
、
心
の
瞳
、

G
re
e
tin
g
s

、
流
浪
の
民
、
ア

ム
ー
ル
河
の
波
、
若
返
り
の
水
、

希
望
の
歌
ほ
か

鰹問 
富
良
野
混
声
合
唱
団
（
増
田

さ
ん
）　
　
拶
２
３
‐
６
０
３
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
競
技

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１０

２５

　
　
　
　
午
前
９
時

と
こ
ろ
　
上
富
良
野
町
社
会
教

育
総
合
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
　
４
人
１
チ
ー
ム
の
団

体
戦
（
６
人
ま
で
登
録
可
・
年

齢
制
限
な
し
）

参
加
料
　
１
人
３
０
０
円

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹木 
ま
で
に

１０

１５

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
水
泳
記
録
会

と
　
き
　
　
月
６
日
鰹日 

１２

　
　
　
　
午
前
９
時

と
こ
ろ
　
ふ
ら
っ
と

対
　
象
　
市
民
及
び
ふ
ら
っ
と

利
用
者

種
　
目
　
小
学
生
は
学
年
別
、

一
般
は
年
代
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の

泳
法
。
小
・
中
学
生
は
、
５
種

目
、
高
校
・
一
般
は
２
種
目
ま

で
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料
　
５
０
０
円

申
込
み
　
　
月
６
日
鰹金 
ま
で
に
、

１１

ふ
ら
っ
と
２
階
フ
ロ
ン
ト
に
参

加
料
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
・
 華
 
か

 酔
 

す
い

 祭
 

ま
つ
り

　
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
の
新
酒
の
発

後期ヤングスクール受講生募後期ヤングスクール受講生募集集
鰹問 勤労青少年ホーム　拶２３‐６９８１

対　象　市内居住または勤務する１５歳以上の勤労者

定　員　それぞれ先着１５人（陶芸は１３人・ヨガは休講）

申込み　１０月６日鰹火 から１５日鰹木 まで。

              受付時間は午後１時～９時。
　　　　勤労青少年ホーム窓口か電話で申し込みください。

費　　用回数日　　程開催講座

６,０００円（材料費）１２
１１月１０日～２月９日

毎週火曜日
午後６時３０分～９時

料理＆　
　お菓子

１回９００円×１２回分 
（お花代）

１２

１１月５日～２月４日

毎週木曜日

午後７時～９時

華道
（池坊）

２,０００円 
（抹茶代、お菓子代）

１２
茶道

（裏千家）

２,０００円 
（粘土など材料代）

１２陶芸

特になし 
(着物用意)

１２
きもの
着装

富良野塾ＯＢユニット公演

シ讃讃讃讃シ讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ讃讃讃讃讃讃シ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃シ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃シ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃シ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃コ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ讃讃讃讃讃讃バ

讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃バ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃バ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃バ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃バ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃バ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃バ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃バ
讃讃讃
讃讃讃
讃讃讃ラ讃讃讃讃ラ讃讃讃讃ラ讃讃讃讃ラ讃讃讃讃ラ讃讃讃讃ラ讃讃讃讃ラ讃讃讃讃ラ讃讃讃讃ラ讃讃讃讃ラ

讃讃
讃讃
讃讃ラ
讃讃
讃讃
讃讃ラ
讃讃
讃讃
讃讃ラ
讃讃
讃讃
讃讃ラ
讃讃
讃讃
讃讃ラ
讃讃
讃讃
讃讃ラ
讃讃
讃讃
讃讃ラ
讃讃
讃讃
讃讃ラ
讃讃
讃讃
讃讃ラ
讃讃
讃讃
讃讃ラ
讃讃
讃讃
讃讃シコバラ

と　   き  10月２４日（土）
　　　　　　繋午後２時開演（３０分前開場）
　　　　　　罫午後７時開演（　同　上　）

　　　　 10月２５日（日）
　　　　　　　午後２時開演（３０分前開場）

 ところ　富良野演劇工場
 入場料　  前売一般１,３00円（当日１,５００円） 
　　　　　高校生以下無料
 　　　　  ※未就学児は入場不可

 販売所　  演劇工場、文化会館、しのはら洋装店

 その他　  無料送迎バスあり（要予約・前日まで）
　　　　　託児あり（要予約・３日前まで）

 　　　　　鰹問 演劇工場　拶３９‐０３３３

　富良野塾OB ユニットの見せ場のひ
とつ、舞台の『仕込み』と『バラシ』。
彼らにしかできない仕込みとバラシの
エンターテイメント。芝居しながら仕
込んでバラす。「シコバラ」とは、仕込
みとバラシの舞台です。

2233 FFuurraannoo 22001155--1100

 ところ　富良野演劇工場　 　　入場料　無料　　　 鰹問 富良野演劇工場拶３９‐０３３３

売
日
に
合
わ
せ
て
ワ
イ
ン
会
を

開
催
し
ま
す
。
「
新
酒
富
良
野
」

と
料
理
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹火 
　

１１

１７

　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス

定
　
員
　
先
着
　
人
８０

会
　
費
　
３
５
０
０
円

前
売
り
券
販
売
所
　
ワ
イ
ン
工

場
（
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
）　

鰹問 
ワ
イ
ン
工
場
　
　
　
　

拶
２
２
‐
３
２
４
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
４
回
M
O
Ａ
美
術
館

富
良
野
児
童
作
品
展

　
富
良
野
市
内
及
び
近
郊
の
小

学
生
の
絵
画
、
書
道
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 
・
　
日
鰹日 
 

１０

１０

１１

午
前
　
時
～
午
後
５
時
（
　
日

１０

１１

は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ

入
場
料
　
無
料

そ
の
他
　
　
日
鰹日 
午
後
２
時
か

１１

ら
文
化
会
館
２
階
大
会
議
室
で

表
彰
式
を
開
催
し
ま
す
。

鰹問 
同
実
行
委
員
会
（
 眞
 
ま

 島
 さ
ん
）

じ
ま

拶
０
９
０
‐
８
９
０
４
‐
８
５
１
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

暮
ら
し
の
　
　
　
　

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 
　

１０

１８

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

と
こ
ろ
　
女
性
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

内
　
容
　
農
産
物
の
直
売
・
試

食
コ
ー
ナ
ー
、
空
く
じ
な
し
の

抽
選
会
、
エ
コ
作
品
の
展
示
、

パ
ネ
ル
展
示
、
手
作
り
体
験

コ
ー
ナ
ー
（
鍋
つ
か
み
・
材
料

代
１
０
０
円
の
負
担
あ
り
）

鰹問 
富
良
野
消
費
者
協
会

拶
３
９
‐
１
１
６
６

プレミアムつき商品券を販売します
と　き　１０月２５日鰹日 から（完売次第終了） 午前１０時～午後５時
ところ　 文化会館１階ホワイエ・山部商工会

内　容　１セット…商品券１1,５00円分を10,000円で販売　　　　
　　      （1５,000セット限定）　
※完売しなかった場合は、２６日鰹月 以降、富良野商工会議所・山部商工会で午
　前１０時～午後５時まで販売します。
※商品券の有効期限は、平成2８年１月３１日鰹日 まで
※１家族１０万円までご購入いただけます。

※購入された方1,000人程度にアンケート用紙を送付しますので、ご協力
　お願いします。

鰹問 富良野商工会議所　拶２２‐３５５５

ふらの演劇ふらの演劇祭祭
１０月１０日鰹土 　午後１時３０分～　
   布部小学校　「ろくは ろくでも ろくでなし」
　　６の消えた学校…夜な夜な響くあの歌…用務員さん事務
　員さんが謎にせまる！全校児童１２人が創り上げる奇想天外
　なオリジナル学園ホラーラブコメ!?

   中富良野中学校３年生　「Super Nakafu Bros.」
　　なかふ中の生徒会役員は個性派揃い。いつも奇抜なアイ
　デアで学校内の問題を解決しています。今日もどこかでも
　めている声が。どうする、生徒会長!?

   麓郷中学校　「REVIVAL（再生）」　
　　音楽や絵画などのコンテンツが禁止され、人々の感情も
　禁じられた世界。厳しい現実に立ち向かい、希望をもつこ
　とをテーマに全校生徒６人が演じます。

１０月１１日鰹日 　午後１時３０分～
   扇山小学校４年生　「落語物語～つながり～」
　　落語一家と弟子のお話。落語一家が抱える悩みを何とか
　したい弟子。家族…仲間…人と人の関係がもたらす 滑 

こっ

 稽 か
けい

　つ人情あふれる作品です。

   東小学校４年生　「宝はどこだ！」
　　突如現れた宇宙人が言うには、地球にはすばらしい宝が
　あるらしい。タイムマシンで宝探しにでかけた子どもたち。
　そこで見つけた宝物とは…？

１０月１２日鰹月 　午後１時30分～
   ことぶき大学「ことぶき村の大きなカブ」
　　ことぶき村の働かない老人源五郎。家族に愛想尽かされ、
　やっと畑仕事に精を出す。できたカブは大きすぎ、抜くに
　はたくさんの手助けが必要になるのだが…。

   市民創作劇「オモイデノワ」
　　街のみんなの憩いの場『思い出公園』で、年老いた夫婦
　のある思い出がよみがえる。２３人の老若男女が参加して、
　楽しく愉快なオモイデをつくりあげる!?

富良野演劇工場まつ富良野演劇工場まつりり
１０月９日鰹金 　午後６時～　
　エコファッションショー
　『第１３回おしゃれ日和』
　 古布が華麗に生まれ変わる！市民参加型の壮大なファッ
　 ションショー！

１０月１０日鰹土 　午後７時～　
　Snow Sounds ＆ 上川ゴスペル マスクワイア
　１０周年記念ゴスペルlive
　 出演　Crystal of joy（旭川）・The Soul Expression（旭川）
    　　　Join The Heart（下川）・Snow Sounds（富良野）　

１０月１１日鰹日 　午後６時～　　
　ヒップホップダンスサークルSmile Factory
　『for Essence』
　 毎年趣向を凝らしたステージでの圧倒なダンス。練習を
　重ねたヒップホップの迫力で、今年も観客を魅了！

１０月１２日鰹月 　
　午前１０時３０分～　屋外テラス フリーマーケット
 　　演劇工場の森で繰り広げられる久々のフリマ。掘出物や
　 　お宝、演劇工場ならではの素敵なモノに出逢えるかも！

　午前１１時～　手芸サークル作品展示・販売・軽食・模擬店
    　手作りで素敵な作品の展示・販売と、お好み焼き・焼
　　 きそば・カレーなどの食メニューで心とお腹は大満足！

　午後１２時３０分～　富良野吹奏楽団サックスカルテッ ト
　    によるロビーコンサート・ 屋外テラスでギターの弾き語り

　午後１時３０分～　ことぶき大学
　　　　　　　　　「ことぶき村のおおきなカブ」

　午後２時～　市民創作劇「オモイデノワ」
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鳥
沼
・
生
き
物
調
査
隊

「
樹
木
も
け
い
作
り
」

　
鳥
沼
公
園
の
生
き
物
を
調
べ

て
、
富
良
野
の
自
然
を
学
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
今
回
は
樹
木
の
も

け
い
を
作
り
、
落
ち
葉
な
ど
の

展
示
素
材
を
集
め
、
来
年
の
博

物
館
特
別
展
で
公
開
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 
　

１０

１７

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
　
鳥
沼
公
園
（
会
館
集
合
）

講
　
師
　
斎
藤
 和
範
さ
ん
（
北

海
道
教
育
大
学
・
非
常
勤
講
師
）

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
３０

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

い
じ
め
に
関
す
る
講
演
会

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹火 
　

１０

１３

　
午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

内
　
容
　
「
い
じ
め
」
て
何
？
、

早
期
に
「
い
じ
め
」
を
発
見
す

る
方
法
や
「
い
じ
め
」
で
学
校

に
行
け
な
い
状
況
に
な
っ
た
場

合
な
ど
に
関
し
て
学
習
し
ま
す
。

対
　
象
　
市
民
、
保
護
者
、
市

内
小
中
学
校
教
職
員
、
関
係
機

関
及
び
団
体
な
ど

講
　
師
　
松
田
 剛
さ
ん
（
臨
床

心
理
士
）

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
１
０
０
人

申
込
み
　
　
月
９
日
鰹金 
ま
で
に

１０

電
話
、
F
A
X
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
学
校
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
２
０

　
　
　
　
思
２
３
‐
３
５
２
８

死g
a
k
u
m
u
@
c
ity
.fu
ra
n
o
.h
o

k
k
a
id
o
.jp

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

健
康
づ
く
り
体
操
講
習
会

　
腰
痛
・
頭
痛
・
め
ま
い
・
肩

こ
り
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、
運

動
不
足
の
方
や
健
康
に
関
心
を

お
持
ち
の
方
な
ど
、
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹金 
　

１０

１６

　
　
　
　
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
楽
し
み
な
が
ら
ど
な

た
に
で
も
で
き
る
東
洋
体
操

講
　
師
　
工
藤
 晴
美
さ
ん
（
生

命
の
貯
蓄
体
操
道
北
総
支
部
総

支
部
長
）

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
・
筆
記

用
具
・
運
動
し
や
す
い
服
装

そ
の
他
　
市
内
４
会
場
で
週
１

回
体
操
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
見
学
希
望
の
方
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
生
命
の
貯
蓄
体
操
富
良
野
連

絡
所
（
西
川
さ
ん
）

拶
０
９
０
‐
３
８
９
３
‐
０
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

憲
法
講
演
会

　
戦
後
　
年
の
日
本
の
安
全
保

７０

障
を
憲
法
と
法
律
の
視
点
か
ら

振
り
返
り
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
９
日
鰹金 

１０

　
　
　
　
午
後
７
時

と
こ
ろ
　
女
性
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
畑
地
 雅
之
さ
ん
（
旭

川
弁
護
士
会
）

参
加
料
　
無
料

鰹問 
ふ
ら
の
九
条
の
会
（
森
さ
ん
）

拶
０
９
０
‐
２
８
７
３
‐
３
４
８
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
か
な
ら
の
催
し

●
爆
笑
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
＆

チ
ェ
ン
バ
ロw

ith
 笑
 

し
ょ
う

 華
  尊
  塾
 

か
 
そ
ん
 じ
ゅ
く

の
塩
ち
ゃ
ん

　
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
朗
読
会
で
す
。
お
お
い

に
笑
っ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 
　

１０

２５

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

入
場
料
　
４
０
０
円
（
ワ
ン
ド

リ
ン
ク
付
き
・
小
学
生
以
下
無
料
）

出
演
者
　

【
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
】

堂
 理
佳
さ
ん
、岡
原
 仁
美
さ
ん
、

 塩
  谷
  

し
お
 
や

 隆
  治
 さ
ん
（
笑
華
尊
塾
）

た
か
 は
る

【
チ
ェ
ン
バ
ロ
】

 明
  楽
  み
ゆ
き
さ
ん

あ
け
 
ら

●
第
４
回
あ
か
な
ら
寄
席
　
　

　
　
 柳
家
三
之
助
ひ
と
り
会

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹木 

１０

２２

　
　
　
　
午
後
６
時

と
こ
ろ
　
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

入
場
料
　
１
５
０
０
円
（
中
学

生
以
下
は
無
料
）

鰹問 
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

　
　
　
　
拶
２
３
‐
２
１
３
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
　
回
森
づ
く
り
の
集
い

４７
    今
年
最
後
の
「
森
づ
く
り
の

集
い
」
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん

で
一
緒
に
木
を
植
え
ま
し
ょ
う
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１０

１８

　
　
　
　
午
前
　
時
１０

と
こ
ろ
　
富
良
野
自
然
塾
フ
ィ

ー
ル
ド
内

集
　
合
　
午
前
９
時
　
分
　
富

５０

良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
本
館
）

玄
関
前

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
軍
手
・
飲
料
水
な
ど

服
　
装
　
作
業
の
で
き
る
服
装

※
小
雨
決
行
で
す
。
前
日
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｃ
富
良
野
自
然
塾

　
　
　
拶
２
２
‐
４
０
１
９

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ナ
イ
タ
ー
　
　
　
　
  

 バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
　
き
　
　
月
６
日
鰹金 
～
２
月

１１

　
日
鰹月 
（
月
・
金
曜
日
）

２９　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

【
月
曜
日
】
扇
山
小
学
校

【
金
曜
日
】
東
中
学
校

部
　
門
　

【
１
部
】　
　
チ
ー
ム

１０

【
２
部
】　
　
チ
ー
ム

１０

※
男
女
混
合
可

※
部
門
分
け
は
参
加
チ
ー
ム
数

に
よ
り
事
務
局
で
行
い
ま
す
。

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
６
０
０
０
円

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

１０

１６

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
　
月
　
日
鰹金 
午
後
７

１０

１６

時
よ
り
富
良
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
会
議
室
で
代
表
者
会
議
を

行
い
ま
す
の
で
、
代
表
者
１
人

の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

鰹問 
富
良
野
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
事
務
局
（
藤
野
さ
ん
） 
  

拶
０
９
０
‐
２
６
９
１
‐
６
４
８
４
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つみかさね、赤い羽根。
　毎日けいぞくしていることも、

　目標に向かって努力することも、

　コツコツ積み重ねていけば

　しっかり結果へつながります。

　それは募金もいっしょです。

　例えば、困っている人のために

　できることを考える。

　ボランティア活動している人た

　ちを応援する。

　助けを必要としている人と、そ

　のために頑張っている人を想う。

　みんなの想いが募金となって

　積み重なれば、笑顔はもっと

　増えるはず。

　一日一日、ひとつひとつ。

　やさしさを積み重ねて、　赤い羽根へ。

鰹問 福祉支援課　拶３９‐２２１１

▲初音ミクを通じて、クリ
エーターの皆さんが赤い羽根
共同募金を応援しています。

秋の火災予防運動
全国統一標語
　「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

　10月15日から３１日までの17日間、全道一斉に秋の
火災予防運動が展開されます。富良野市でも昨年は
1２件の火災が発生し、今年は８件の火災が発生して
います（９月１日現在）。市民１人ひとりが災害に対
する危機管理意識を持ちましょう。

【住宅防火いのちを守る７つのポイント】
鞄３つの習慣
・寝たばこは絶対にやめる
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
　用する
・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を
　消す
鞄４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
　する
・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を
　使用する
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な
　どを設置する
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
　所の協力体制をつくる

鰹問 富良野消防署　拶２３‐５１１９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

栄
町
４
番
駐
車
場
貸

付
先
・
若
松
町
中
古
住

宅
売
却
先
の
募
集

【
栄
町
駐
車
場
の
貸
付
】　
　
　

　
栄
町
4
番
の
駐
車
場
（
２
区

画
）
の
貸
付
先
を
募
集
し
ま
す
。

貸
付
区
画
の
除
雪
、
除
草
、
ご

み
拾
い
は
借
受
者
自
ら
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
除
雪
し
た
雪
は
敷

地
の
奥
側
に
堆
積
可
能
で
す
。

　
貸
し
付
け
る
区
画
は
、
売
却

先
を
募
集
中
で
す
の
で
、
買
い

受
け
者
が
現
れ
た
場
合
、
貸
付

契
約
終
了
の
通
知
を
し
、
１
カ

月
の
猶
予
の
後
、
契
約
解
除
に

な
り
ま
す
。
月
の
途
中
の
料
金

は
日
割
り
計
算
と
な
り
ま
す
。

所
　
在
　
栄
町
4
番

貸
付
区
画
　
２
区
画

１
区
画
あ
た
り
の
月
額
貸
付
料
金

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
円

１
区
画
あ
た
り
の
大
き
さ

間
口
３
ｍ
×
奥
行
６
ｍ
（
　
㎡
）

１８

【
若
松
町
中
古
住
宅
の
売
却
】　

所
　
在
　
若
松
町
　
番
２
号

１３

土
　
地
　
宅
地
　

１
７
１
・
　
㎡
（
約
　
・
９
坪
）

３９

５１

建
　
物
　
昭
和
　
年
　
月
建
築

４３

１１

　
　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
造
２
階
建

　
　
　
　
床
面
積
　
・
　
㎡

６９

５１

　平成２７年広報７月号お知らせ版で通行

止めのお知らせをしていました「東６線

橋」の補修工事が完了し、通行止めを解除

しましたので、お知らせいたします。

通 行 止 め 解 除

鰹問 都市施設課 拶３９‐２３１３

人材開発センター

東中学校

ふれあいセンター

富良野自動車学校

ライスセンター
ベベルイ川

道々東山富良野停車場線

東
６
線

東
４
線

東

北２号

東６線橋

「必ずチェック最低賃金！　使用者も労働者も」

北　海　道　最　低　賃　金
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労
働者（臨時、パートタイマー、アルバイトなどを含む。）に適用
される北海道最低賃金が次のとおり改定されます。

最 低 賃 金 額　時間額 ７６４円

効力発生年月日　平成２７年１０月８日　

　最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃
金及び時間外等割増賃金は算入されません。

※
市
道
に
面
し
、
ト
イ
レ
は
水

洗
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

売
却
方
法
　
一
般
競
争
入
札

※
く
わ
し
く
は
、
公
告
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

鰹問 
財
政
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
６ 若松町住宅

栄町４番駐車場

最 低 賃 金 額　時間額 ７６４ 

円

効力発生年月日　平成２７年１０月８日　



野
良
猫
の
秋
刀
魚
め
が
け
て
ダ
イ
ビ
ン
グ

鈴
木
　
恵
子

秋
の
蝶
ゆ
っ
く
り
行
方
を
追
い
に
け
り

山
田
ク
ニ
子

風
の
音
雨
の
音
に
も
秋
近
し

　
　
　
　
　
森
　
美
代
子

夫
病
み
て
途
切
れ
し
会
話
 蚯
  蚓
 鳴
く

み
み
 
ず

矢
倉
　
雪
子

朝
靄
の
消
え
て
紅
葉
の
大
舞
台

坂
口
　
節
子

菊
薫
る
八
十
路
と
な
り
て
賞
を
受
く

小
玉
美
智
子

朝
あ
さ
に
咲
く
朝
顔
に
寝
不
足
の

顔
の
ほ
こ
ろ
ぶ
優
し
き
花
よ
　
　
　
 相
澤
か
を
り

暑
き
夏
日
毎
に
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
み
て

沙
羅
の
花
び
ら
楚
々
と
散
り
ば
む
　
 中
嶋
　
美
由

速
く
去
る
い
の
ち
の
時
間
お
ど
ろ
き
も
　
　
　
    

あ
の
世
で
逢
え
る
ひ
と
を
偲
べ
る
　
 清
水
　
尋
子

松
陰
の
生
家
を
あ
と
に
津
和
野
路
は

巨
木
に
小
花
む
か
し
を
偲
び
ぬ
　
　
 三
上
　
和
子

溢
る
る
ほ
ど
生
花
で
埋
づ
め
し
墓
前
に
は

人
座
り
居
る
傘
で
覆
い
て
　
　
　
 　
鎌
田
　
敬
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広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後６時～６時５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　１０月２４日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼今月の広報の表紙を撮影するために、ごみ収集車
の後を追いかけていると、ごみ収集車は、次から次
にステーションを回り、目的地に着くやいなや、作
業員の方がさっと車から降りて、ごみを回収し、再
び車に飛び乗り、次のステーションに向かっていき
ます。このような息つく暇のない作業を見ていたら、
「ありがとう」の気持ちが込み上げました。（む）

▼取材しているときに同級生と遭遇。久しぶりと
いうことで話は弾む一方で、いつものことながら
健康に関する話題に。「お互い気をつけないとね」
と言いながら、最近は健康であることが何よりも
幸せなことだとつくづく感じる。さまざまな病気
を早期に予防するために、みなさんも自分の体を
日ごろからチェックしておきましょう。（ほ）

そら（２歳）

高橋さん家のアイドル

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ雲

＝今月のリレーは＝

杉野  希 さんから ▼  
のぞみ

高橋  知  江  理  さんへ
ち え り

＝来月は＝

高橋  知  江  理 んから　 ▼

ち え り

鴇田  貴  大  さんへ
たか ひろ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　遠い恵庭から高橋さん

家に来ることになったそ

ら。いつも一人で留守番

しているけど、元気いっ

ぱいのそらは、お座りし

た状態で、前足だけを

使って歩く変わった特技

を持っているんですよ。
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